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暑さにまけず元気でいこう

強い日ざしとともに、夏がやってきます。

子供たちにとっては、楽しい夏休みのこと

で、胸がいっ・ぱいでしょう。

しかし、楽しい反面、危険も待ちうけてい

ます。　　、

お父さん、お母さん、子供たちが無事に夏

をすごせるよう気をつけてあげてください。
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投票
昭和49年6月10日

日月

参議院議員通常選挙

開票日翠

　
任
期
満
了
（
七
月
七
日
）
に
よ
る
、

第
十
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
ば
、
次

の
と
お
り
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
今
回
改
選
さ
れ
る
議
席
は
、
地
方
区

七
六
、
全
国
区
五
四
、
合
計
二
二
〇
議

席
で
、
地
方
区
の
当
県
の
改
選
は
二
議

席
で
す
。

一
公
示
日
　
六
月
十
四
日

一
投
票
日
時

開開
酉「西1

示示
所日

七
月
七
日
（
日
）
午
前

七
時
か
ら
午
後
七
時
ま

で
の
間

七
月
八
日
　
午
前
七
時

江
南
村
役
場
会
議
室

投
票
の
順
序

　
①
　
最
初
に
地
方
選
出
議
員
の
投
票

　
③
　
次
に
全
国
選
出
議
員
の
投
票

選
挙
人
名
簿
の
登
録
基
準
日
等

　
　
一
登
録
基
準
日
　
六
月
十
二
日

　
　
二
登
　
録
　
日
　
六
月
十
三
日

投
票
で
き
る
方
は

①
昭
和
2
9
年
7
月
8
泊
以
前
に

　
　
　
生
ま
れ
た
方
で
、

②
昭
和
4
9
年
6
月
12
日
（
基
準
日
）

　
　
　
ま
で
に
引
続
い
て
三
ヵ
月
以
上

　
　
　
江
南
村
に
住
所
が
あ
り

③
江
南
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
昭

　
　
　
和
4
9
年
3
月
12
日
　
以
前
か
ら

　
　
　
記
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

※
尚
、
今
回
の
選
挙
は
国
の
選
挙
で
す

の
で
、
江
南
村
に
転
入
し
て
6
月
12
日

（
基
準
日
）
ま
で
に
、
三
ヵ
月
以
上
に

な
ら
な
い
方
で
、
　
（
3
月
1
3
日
　
以
後

江
南
村
に
転
入
届
出
し
た
方
）
で
前
の

住
所
地
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、
前

の
住
所
地
の
現
に
登
録
さ
れ
て
い
る
市

町
村
の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
こ
の
場
合
に
は
江
南
村
長

の
発
行
す
る

　
　
①
住
民
票
の
写
し
、
ま
た
は

　
　
③
引
続
い
て
江
南
村
に
住
所
を
有

　
　
　
す
る
旨
の
証
明
書

を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
該
当
の
方
は
、
①
・
③
の
い
ず
れ
か

の
証
明
書
を
、
住
民
課
で
作
っ
て
か
ら

前
の
住
所
地
の
投
票
所
へ
行
っ
て
投
票

し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
不
在
者
投
票
制
度

　
や
む
を
得
な
い
用
事
で
投
票
日
に
不

在
に
な
る
た
め
投
票
所
に
行
け
な
い
人

や
、
病
気
や
出
産
な
ど
の
た
め
歩
け
な

い
人
は
、
投
票
日
前
に
投
票
で
き
る
不

在
者
投
票
の
制
度
を
活
用
し
て
尊
い
一

票
を
棄
権
し
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
な
お
、
不
在
者
投
票
の
で
き
る

　
お
も
な
事
由
は

　
　
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

1
　
投
票
日
（
7
月
7
日
）
に
本
人
の

　
属
す
る
投
票
区
の
区
域
外
で
職
務
又

　
は
業
務
に
従
事
中
で
あ
る
人

2
　
投
票
当
日
や
む
を
得
な
い
用
務
又

　
は
事
故
の
た
め
村
外
に
旅
行
又
は
滞

　
在
中
で
あ
る
人

3
　
投
票
当
日
疾
病
・
負
傷
・
出
産
予

　
定
等
で
歩
行
が
著
し
く
困
難
で
あ
る

．
人

◎
　
不
在
者
投
票
の
手
続
き

　
一
、
江
南
村
で
不
在
者
投
票
を
す
る

場
合
。

　
村
の
選
管
事
務
局
（
役
場
総
務
課

内
）
に
㊥
を
持
っ
て
出
向
き
、
、
投

　
票
当
日
、
投
票
所
で
投
票
で
き
な

　
い
事
由
を
申
立
て
、
そ
の
申
立
が

　
真
正
で
あ
る
こ
と
を
誓
う

　
宣
誓
書
（
用
紙
ば
選
管
に
あ
り
）

　
に
記
入
押
印
し
て
か
ら
指
定
の
不

　
在
者
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ

．
い
。
「

二
、
江
南
村
外
（
旅
行
又
は
滞
在
地

　
）
で
不
在
者
投
票
を
す
る
場
合

　
こ
の
方
法
で
投
票
し
よ
う
と
す
る

　
人
は
、
旅
行
又
は
滞
在
地
の
選
管

　
か
ら
江
南
村
の
選
管
へ
の
送
付
日

　
数
を
考
え
て
急
い
で
次
の
手
続
き

　
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
江
南
村
の
選
管
に
対
し
て
直
接
又

　
は
郵
便
に
よ
っ
て
投
票
当
日
、
投

村内・の各投票所
投票区 投　　　票　　　所

第1投票区
農業センター内（御正農協裏）
　　　　　（成　　沢）

第2投票区
江南北小学校体育館内
　　　　　（三　　本）

第3投票区
宝　光　寺　内
　　　　　（板　　井）

第4投票区
江南南小体育館内
　　　　　（小江川）

第5投票区
坂上公民館内
　　　　　（成沢坂上）

　
票
所
で
投
票
で
き
な
い
事
由
が
真

　
正
で
あ
る
こ
と
を
誓
う
宣
誓
書
（

　
選
管
に
あ
り
㊥
が
必
要
）
を
提
出

　
し
て
投
票
用
紙
と
投
票
用
封
筒
を

　
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
．

　
請
求
す
る
場
合
は
必
ず
投
票
し
よ

　
う
と
す
る
旅
行
又
は
滞
在
地
を
申

　
立
て
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
請
求
に
よ
り
村
の
選
管
で
は

　
投
票
用
紙
と
投
票
用
封
筒
及
び
不

　
在
者
投
票
証
明
書
（
別
の
封
筒
に

．
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
開
く
こ
と

　
が
で
き
ま
せ
ん
）
を
直
接
又
は
郵

　
便
に
よ
り
交
付
い
た
し
ま
す
か
ら
’

　
こ
れ
を
投
票
し
よ
う
と
す
る
旅
行

　
又
は
滞
在
中
の
市
町
村
の
選
管
に

　
持
参
し
て
指
定
の
記
載
所
で
記
載

　
し
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

三
、
入
院
中
の
指
定
病
院
な
ど
で
不

　
在
者
投
票
を
す
る
場
合
・

　
病
院
長
等
に
投
票
用
紙
等
の
請
求

　
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
依
頼
を
受
け
た
病
院
長
等
か
ら
村

　
の
選
管
に
請
求
が
あ
り
ま
す
と
投

　
票
用
紙
と
投
票
用
封
筒
を
送
付
い

　
た
し
ま
す
の
で
入
院
中
な
ど
の
方

　
は
病
院
長
等
の
指
示
に
よ
り
不
在

　
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

木
在
者
投
票
の

　
　
　
で
き
る
期
間

　
　
6
月
1
4
日
（
公
示
の
日
）
か
ら

　
　
7
月
6
日
（
投
票
日
の
前
日
）

○
○

）
　
）
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ま
で
、
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

　
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

※
　
く
わ
し
く
は
選
管
（
総
務
課
　
有

　
線
三
〇
四
三
）
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ

　
い
。

◎
　
投
開
票
の
速
報
は
，

、
投
票
速
報
は
約
二
時
間
お
き
牝
、
又

　
開
票
速
報
は
約
一
時
間
お
き
に
有
線

　
で
放
送
す
る
予
定
で
す
（
開
票
速
報

　
は
地
方
選
出
議
員
選
挙
だ
け
行
い
ま

　
す
。
）

◎
　
開
票
の
参
観
は

　
開
票
所
が
狭
い
た
め
参
観
人
を
十
名

　
に
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
参
観
人
の
決
定
は

　
先
着
順
に
十
名
と
い
た
し
ま
す
。

◎
　
投
票
所
入
場
券
は

、
投
票
所
入
場
券
は
投
票
日
の
前
日
ま

　
で
轟
皆
様
に
配
布
す
る
こ
と
に
な
っ

　
て
お
り
ま
す
。

　
入
場
券
に
は
、
投
票
所
の
場
所
・
投

　
票
の
日
時
な
ど
が
記
入
さ
れ
て
お
り

　
ま
す
の
で
よ
く
ご
覧
に
な
り
投
票
所

　
を
ま
ち
が
わ
な
い
よ
う
に
お
願
い
い

た
し
ま
ず
。

◎
　
投
票
所
が
混
雑
し
て
い
る
時
は

　
一
列
に
並
ん
で
順
番
を
沿
待
ち
く
だ

　
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
投
票
の
記
載
は

　
投
票
用
紙
の
記
載
に
あ
た
っ
て
は
、

　
特
に
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
一
、
候
補
者
の
氏
名
は
欄
内
に
一
人

　
　
　
　
　
　
’
　
ρ
　
ρ
　
ρ
　
ρ
　
’
　
’
　
’
　
’
　
’
　
　
　　
ρ
　
’

　
　
は
っ
き
り
と
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
一
、
候
補
者
で
な
い
者
の
氏
名
又
は

　
　
そ
の
他
の
こ
と
は
書
か
な
い
で
く

　
　
だ
さ
い
。

◎
　
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
は

　
選
挙
時
登
録
を
6
月
1
3
日
に
行
な
い

　
ま
す
が
今
回
新
し
く
登
録
さ
れ
た
方

　
の
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
6
月
1
4
日

　
か
ら
6
月
1
8
日
ま
で
の
間
、
朝
八
時

　
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
江
南
村

　
役
場
で
行
な
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
名
簿
に
新
し
く
登
録
さ

　
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
見
て
い
た
だ

　
く
た
め
に
行
な
い
ま
す
。

昭
和
四
十
八
年
九
月
十
日
現
在
の
選
挙

人
名
簿
登
録
者
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

投票区名 男 女 計

第1投票区 574 622 1196
第2投票区 618 615 1233
第3投票区 542 584 1126
第4投票区 503 535 1038
第5投票区 463 462 925
合　　　計 2700 281ε 5518

、
　
鋸
　
曜
　
噺
　
曜
　
剛
　
竃
　
竃
　
鰯
　
亀
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亀
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、
　
剛
　
曜
　
曜
　
曜
　
、
　
噺
　
魅
　
噺
　
魅
　
鴨
　
し
　
も
　
も
　
覧
　
魅
　
も
　
魅
　
蔦
　
亀
　
駕
　
悔
　
亀
　
駕
　
亀
　
馬
　
竃
　
嘔
　
、
　
馬
　
庵
　
覧
　
竃
　
竃
　
魁
　
亀
　
亀
　
㌧
　
篤
　
馬
　
、
　
し
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嘱
　
し
　
亀

　
ρ
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∂
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∂
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∂
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前
回
（
四
十
六
年
六
月
二
十
七
日
）

の
選
挙
で
の
本
村
の
投
票
率
は
、
県
内

九
三
市
町
村
で
、
投
票
率
の
悪
い
方
か

ら
か
ぞ
え
て
残
念
な
こ
と
に
四
番
目
で

し
た
。

　
ち
ょ
う
ど
農
繁
期
で
皆
さ
ん
大
変
お

忙
し
い
折
で
す
の
で
こ
の
よ
う
な
結
果

に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
が
…
…
。

　
で
も
理
由
は
ほ
か
に
も
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
村
の
直
接
関
係
の
あ
る
身
近
な
選
挙

と
ち
が
い
、
国
会
議
員
の
選
挙
と
な
ゐ
、

と
普
段
は
顔
も
合
せ
る
こ
と
も
な
い
の

で
つ
い
無
関
心
に
な
り
が
ち
で
す
。

　
そ
れ
は
投
票
率
に
よ
っ
て
も
は
っ
き

り
と
表
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
最
近

の
選
挙
の
投
票
率
を
グ
ラ
フ
で
見
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
　
よ

　
　
剰
．
．
　
　
男

◎前回参院選の

　男女別投票

罪D論

60．5％

％　　　　村の選挙の平均92。6％
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“
棄
権
”
は

　
　
　
　
　
危
険
で
す
p

　
“
棄
権
も
一
つ
の
批
判
”
と
言
う
考

え
か
た
が
あ
り
ま
す
が
、
今
日
の
民
主

制
の
も
と
で
「
参
政
」
と
言
う
こ
と
を

考
え
た
場
合
、
選
挙
に
ま
さ
る
も
の
は

な
い
と
い
え
る
ほ
ど
選
挙
の
も
つ
意
昧

は
た
い
せ
つ
で
す
。

　
棄
権
の
理
由
に
は
「
選
ぶ
べ
き
適
当

な
候
補
者
が
い
な
い
」
　
「
俺
の
一
票
じ

や
今
の
政
治
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
」

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が

こ
う
し
た
考
え
方
が
い
わ
ゆ
る
政
治
に

無
関
心
、
と
く
に
今
の
政
治
に
対
す
る

絶
望
感
や
無
力
感
と
な
り
、
政
治
か
ら

の
が
れ
よ
う
と
す
る
態
度
と
な
っ
て
棄

権
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
、
そ
れ
で
ば
政
治
へ
の
批
判

と
い
ヶ
よ
り
は
不
信
感
と
い
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
不
信
感
だ
け
で
ど
う
し
て
政
治
を
少

し
で
も
良
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し

ょ
う
か
。

　
で
す
か
ら
、
そ
の
棄
権
が
考
え
抜
い

た
す
え
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
今
の
政

治
の
「
か
た
ち
」
に
マ
イ
ナ
ス
に
な
る

こ
と
は
あ
っ
て
も
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と

は
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
で
す
か
ら
私
達
の
代
表
は
よ
り
多
く

の
人
達
で
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
そ
れ
が
民
主
政
治
の
「
も
と
」
に
な

る
の
で
す
か
ら
。

　
今
回
の
選
挙
も
夏
の
さ
な
か
に
行
な

わ
れ
又
、
農
作
業
な
ど
も
忙
し
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
ど
う
か
皆
さ
ん
、
こ
ぞ
っ

て
投
票
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

魯
3
重
重
重
…
！
i
！
3
璽
垂
！
望
！
璽
i
！
璽
璽
i
1
璽
璽
璽
裏

　
　
　
み
ん
な
そ
ろ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
投
票
し
ま
し
ょ
う

㊥
…
1
璽
…
蚕
…
蚕
壷
垂
垂
垂
璽
璽
重
重
‘
！
璽
3
魯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
南
村
選
挙
管
理
委
員
会
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四
月
十
七
日
に
行
な
わ
れ
た
村
議
会

の
臨
時
会
に
お
い
て
次
の
議
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
．

一
、
昭
和
四
十
八
年
度
」
「
般
会
計
補
正

予
算
（
第
五
号
）
の
専
決
処
分
に
つ
い

て
承
認
を
求
め
る
件

　
こ
れ
は
幼
稚
園
施
設
債
と
し
て
、
国

か
ら
借
入
れ
が
決
っ
て
い
た
二
千
二
百

八
十
万
円
の
金
利
が
八
％
か
ら
八
・
七

％
に
引
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

二
、
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例　
こ
の
改
正
条
例
に
よ
り
昭
和
四
十
九

年
度
に
課
税
さ
れ
る
村
税
か
ら
適
用
に

な
り
、
主
な
改
正
点
に
つ
き
ま
し
て
は

下
記
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
　
　
＼

三
、
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
こ
れ
は
、
村
長
部
局
に
新
た
に
同
和

対
策
室
を
設
置
し
、
　
「
同
和
対
策
審
議

会
答
申
」
お
よ
び
「
同
和
対
策
事
業
特

別
措
置
法
」
に
基
づ
い
た
各
種
の
諸
事

業
を
「
同
和
対
策
室
」
が
中
心
と
な
っ

て
、
速
か
に
実
行
に
移
す
働
き
か
け
を

進
め
て
い
く
た
め
、
設
置
い
た
し
ま
し

た
。

水
道
特
別
委
員
会
を

　
　
　
　
　
新
た
に
設
置

　
江
南
村
の
発
展
と
住
民
の
生
活
水
準

の
向
上
に
よ
つ
て
、
将
来
の
水
資
瀬
確

保
は
急
務
の
時
期
に
当
面
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
村
議
会
で
は
、
こ
の
こ
と
の

認
識
の
上
に
立
っ
て
住
民
の
代
表
者
と

し
て
深
ノ
ヘ
突
き
込
ん
だ
検
討
を
加
え
る

た
め
、
地
方
自
治
法
第
百
十
条
に
基
づ

き
特
別
委
員
会
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
は
、
つ
ぎ
の
十
三
名
の
議
員

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

委
員
長
　
　
杉
田
　
弥
平

副
委
員
長
　
持
田
　
良
作

委
　
員
　
新
井

　
　
　
　
馬
場

　
　
　
　
笠
原

　
　
　
　
富
田

　
　
　
　
坂
田

政
男
・
松
本
芳
治

一
衛
・
関
口
　
久
平

広
治
・
新
井
　
茂
治

宗
平
・
馬
場
　
茂
雄

豊
一
・
長
谷
川
稚
喜

　
　
　
　
新
井
善
次
郎

地
方
税
法
の

　
　
　
　
［
部
改
正
点

　
今
年
も
地
方
税
法
の
一
部
改
正
が
行

な
わ
れ
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
村
。
の
条

例
が
改
正
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り

で
あ
り
ま
す
。

一
、
住
民
税

　
諸
控
除
の
引
上
げ
が
あ
り
ま
し
た
。
、

　
区
分
　
金
額
　
前
年
比

基
礎
控
除
　
十
八
万
円
　
　
二
万
円
増

配
偶
者
控
除
十
八
万
円
　
　
三
万
円
増

扶
養
控
除
　
十
四
万
円
．
　
二
万
円
増

障
害
者
、
老
年
者
、
寡
婦
、
勤
労
学
生

控
除
　
　
　
十
三
万
円
　
　
一
万
円
増

右
、
障
害
者
等
の
非
課
税
限
度
額
は

　
　
　
　
　
五
十
万
円
　
　
七
万
円
増

二
、
固
定
資
産
税

　
小
規
模
住
宅
用
地
の
固
定
資
産
税
の

課
税
の
軽
減
合
理
化
の
特
例
が
創
設
さ

れ
、
次
の
よ
う
に
改
正
に
な
り
ま
す
。

qD

住
宅
用
地
に
つ
い
て
は
二
百
平
方
メ

ー
ト
ル
以
下
（
小
規
模
住
宅
用
地
）
と

二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
住
宅
用

地
に
区
分
さ
れ
、
小
規
模
住
宅
用
地
の

場
合
は
昭
和
四
十
九
年
度
の
評
価
額
の

四
分
の
一
が
課
税
の
対
象
に
な
り
、
税

額
は
軽
減
さ
れ
ま
す
。

二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
用
地
に

つ
い
て
は
今
ま
で
ど
お
り
課
税
標
準
額

に
負
担
調
整
し
た
額
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

⑭
個
人
が
所
有
す
る
非
住
宅
用
地

評
価
額
に
基
づ
い
て
課
税
を
行
な
う
。

た
だ
し
、
額
の
激
変
緩
和
措
置
を
計
る
。

㈹
法
人
所
有
の
非
住
宅
用
地

　
評
価
額
に
基
づ
き
課
税
を
行
な
う
が

昭
和
四
十
九
年
度
に
限
り
、
次
の
よ
う

な
激
変
緩
和
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　
「
昭
和
四
十
八
年
度
の
固
定
資
産
税

の
課
税
楳
準
額
」
と
「
評
価
額
」
と
の

「
差
額
の
三
分
の
一
の
額
」
を
「
評
価

額
」
か
ら
減
額
し
て
課
税
の
対
象
に
い

た
し
ま
す
。

三
、
法
人
村
民
税
の
税
率
の
引
き
上
げ
．

　
昭
和
四
十
九
年
五
月
一
日
以
降
に
終

了
す
る
事
業
年
度
分
か
ら
、
百
分
の
九

・
一
パ
ー
セ
ン
ト
が
百
分
の
十
二
・
一

パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
ま
す
ρ

　
　
　
　
　
鰍
り

　
＊
季
節
の
話
題

　
　
夏
ま
け
を
防
ご
う

　
中
旬
を
過
ぎ
る
と
、
暑
さ
も
い
よ
い

よ
本
物
で
す
。

　
と
く
に
高
温
多
湿
の
こ
の
ご
ろ
は
、

か
ら
だ
に
こ
た
え
ま
す
。
．

　
か
ら
だ
が
だ
る
い
と
食
欲
も
お
と
ろ

え
、
お
茶
づ
け
や
、
冷
む
ぎ
な
ど
つ
る

り
と
入
る
も
の
ば
か
り
と
り
が
ち
で
す

が
、
こ
れ
で
は
こ
の
暑
さ
は
乗
り
切
れ

ま
せ
ん
。

　
夏
の
食
事
に
油
っ
こ
い
も
の
は
ど
う

も
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
暑
さ
に
ま

け
な
い
か
ら
だ
を
つ
く
る
の
に
は
何
と

“
っ
て
も
油
料
理
が
一
番
よ
い
よ
う
で

す
。　

夏
ま
け
を
防
ぐ
に
は
、
毎
日
の
食
事

に
気
を
つ
け
、
牛
乳
や
バ
タ
ー
、
チ
ー

ズ
、
野
菜
な
ど
大
い
に
と
る
こ
と
を
お

す
す
め
い
た
し
ま
す
。

　
そ
れ
に
夏
は
日
が
長
い
た
め
、
日
の

あ
る
か
ぎ
り
働
き
つ
づ
け
て
し
ま
い
ま

す
が
、
ど
う
か
む
り
を
し
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

※
役
場
職
員

　
　
異
動

　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
月
一
日
付
）

○
総
務
課
　
議
会
事
務
局
長
兼
課
長
補

　
佐
高
橋
正
（
教
育
委
員
会
）
松
本
重

　
子
（
住
民
課
）
高
田
栄
子
（
新
採
）

○
企
画
課
長
小
林
実
（
住
民
課
）
大
島

　
栄
（
住
民
課
）
岡
部
の
ぶ
子
（
新
採
）

○
住
民
課
長
駒
井
芳
治
（
建
設
課
）
吉

　
野
博
孝
（
新
採
）
須
永
哲
夫
（
新
採
）

○
税
務
課
　
森
道
子
（
産
業
課
）

○
産
業
課
長
福
田
征
芳
（
土
地
改
良
課
）

　
専
門
員
兼
農
委
事
務
局
長
篠
崎
勝
次

　
（
同
課
長
）
増
田
栄
子
（
税
務
課
）

○
土
地
改
良
課
長
岡
部
清
（
総
務
課
議

　
会
）
宇
治
川
栄
一
（
水
道
課
）
水
野

喜
代
子
（
新
採
）

○
建
設
課
長
井
上
清
（
企
画
課
）

○
水
道
課
　
野
口
考
一
（
新
採
）

○
同
和
対
策
室
長
富
岡
賢
久
（
住
民
課
）

　
吉
田
久
雄
（
総
務
課
）

○
教
育
委
員
会
　
永
田
三
千
里
（
土
地

　
改
良
課
）

○
保
育
所
長
岡
部
正
次
（
新
採
）
寺
山

重
雄
（
住
民
課
）

役
職
員
交
替

　
　
　
　
　
　
（
カ
ッ
コ
内
前
任
者
）

◎
区
　
長

　
須
賀
広
吉
田
常
次
（
野
部
金
一
郎
）

試
験
場
田
ケ
谷
清
太
郎
（
諸
貫
時
雄
）

、＼ノ

▽

）

し
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税
金
は
み
ん
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
め
に

　
昭
和
四
十
九
年
度
の
国
の
一
般
会
計

予
算
は
、
十
七
兆
九
九
四
億
円
で
す
が

こ
の
う
ち
、
八
十
％
は
私
た
ち
の
納
め

た
税
金
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。

　
税
金
は
、
国
の
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を

通
じ
て
、
私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
豊
か

な
も
の
に
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
を
税
金
一
〇
〇
〇
円
あ
た
り
の

使
い
み
ち
で
み
ま
す
と
、
昭
和
四
十
九

年
度
予
算
で
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

Q
国
民
の
健
康
や
生
活
を

　
　
守
る
た
め
に
　
　
　
　
二
〇
三
円

○
住
宅
や
道
路
な
ど
の

　
　
整
備
に
　
　
　
　
　
　
一
六
六
円

○
教
育
と
科
学
技
術
の

ll鵡6月の納税…

il　村県民税第1期分

iii　国民健康保険税

1　第2期分
il　　〔納期7月1日〕

ほじ

iii◆期限内完納に御協力を◆

準糀鐵瑳鰻鰐鰐鰐鰻巽諺…一鰐鰻灘鮒鰐距鰻聾

　
　
の

つ
か
わ
れ
る

　
　
振
興
に

○
国
仕
の
防
衛
の
た
め
に

○
地
方
財
政
の
援
助
に

6
国
債
の
償
還
や

　
　
利
子
の
支
払
に

ノ
那

一
一
五
円

　
六
四
円

二
〇
〇
円

五
〇
円

O
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
国
の

　
　
施
策
に
　
　
　
　
　
・
二
〇
二
円

　
印
紙
税
が
変
り
ま
し
た

　
こ
と
し
の
五
月
か
ら
、
印
紙
税
の
税

額
が
変
り
ま
し
た
。

　
そ
の
お
も
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
金
銭
や
有
価
証
券
の
受
取
書

①
五
〇
万
円
を
超
え
る
売
上
代
金
の
受

取
書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
受
取
金
額
に

応
じ
て
印
紙
税
が
か
か
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
　
（
い
ま
ま
で
は
、
受
取
金
額

に
関
係
な
く
、
一
通
に
つ
き
二
〇
円
）

②
売
上
代
金
の
受
取
書
で
受
取
り
金
額

が
五
〇
万
円
以
下
の
も
の
お
よ
び
売
上

代
金
以
外
の
受
取
書
は
、
五
〇
円
の
印

紙
税
が
か
か
り
ま
す
。
　
　
　
．

　
な
お
、
営
業
に
関
係
の
な
い
受
取
書

に
は
、
’
従
来
と
同
じ
よ
う
に
印
紙
税
は

か
か
り
ま
せ
ん
。

③
受
取
り
書
の
免
税
点
が
、
三
万
円
未

満
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
　
（
い
ま

ま
で
は
、
一
万
円
未
満
）

　
な
お
、
　
「
売
上
代
金
」
と
は
、
資
産

を
譲
渡
し
た
と
き
の
対
価
、
資
産
を
使

用
さ
せ
る
こ
と
に
よ
る
対
価
、
お
よ
び

役
務
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
る
対
価
を

い
い
ま
す
。

　
不
動
産
売
買
契
約
書

　
　
　
　
　
　
請
負
契
約
書

　
手
形
な
ど
の
よ
う
に
、
従
来
か
ら
記

載
金
額
に
応
じ
て
、
印
紙
税
が
か
か
っ

て
い
た
文
書
の
う
ち
、
高
額
な
記
載
金

額
の
も
の
に
つ
い
て
印
紙
税
額
が
上
が

り
ま
し
た
。

　
預
貯
金
証
書
　
委
任
状
　
物
品
売
買

　
契
約
書
な
ど
は
、
印
紙
税
額
が
五
〇

円
に
な
り
ま
し
た
。
　
（
従
来
は
一
律
二

〇
円
）

　
ま
だ
、
請
負
契
約
書
・
手
形
・
物
品

切
手
・
株
券
な
ど
の
最
低
税
額
は
五
〇

円
に
な
り
ま
し
た
。
　
（
従
来
は
二
〇
円

）◎
印
紙
税
の
簡
易
な
納
付
方
法
の
一
つ

と
し
て
、
税
務
署
長
の
承
認
を
受
け
て

申
告
納
付
す
る
方
法
（
書
式
表
示
）
が

あ
り
ま
す
が
、
従
来
の
株
券
や
商
品
券

な
ど
の
ほ
か
、
手
形
・
信
用
状
・
債
務

保
証
契
約
書
に
つ
い
て
も
、
こ
の
納
付

方
法
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

◎
印
紙
税
納
付
計
器
に
よ
る
納
付
印
は

設
置
者
が
作
成
し
た
文
書
だ
け
で
は
な

く
、
税
務
署
長
の
承
認
を
受
け
た
場
合

　
に
は
、
取
引
の
相
手
方
が
作
成
し
た
も

　
の
で
、
設
置
者
が
受
取
る
文
書
に
つ
い

　
て
も
き
押
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

　
り
ま
し
た
。

　
※
印
紙
税
の
か
か
る
文
書
は
、
数
多
く

　
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
不
明
の
点
は
熊
谷

　
税
務
署
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

禽暫

吊
　
建
物
を
建
て
る
と
き
は

m㎜
　
一
、
建
築
確
認
申
請

舳漏
　
み
な
さ
ん
が
家
を
新
築
、
増
築
、
改

肺
築
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
そ
の
工
事

mM
を
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
、
十

焔紬
平
方
メ
ー
ト
ル
（
三
坪
）
以
上
の
建
築

醐
に
つ
い
て
は
、
そ
の
工
事
に
着
手
す
る

へ

舳
前
に
必
ら
ず
建
築
確
認
申
請
書
を
提
出

陥
し
許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

陥
　
無
届
け
の
場
合
は
「
建
築
基
準
法
」

舳陥
に
よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
、
又
、
電
気
、
水

瀕焔
道
等
も
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

吊
　
二
、
敷
地
と
道
路

焔
焔
　
　
　
　
と
の
関
係

醐
　
建
物
の
敷
地
は
原
則
と
し
て
幅
員
（

の
り

m
道
路
の
幅
）
四
m
以
上
の
道
路
に
接
し

陥
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
た
が

陥
つ
て
道
路
に
接
し
て
い
な
い
敷
地
や
、

陥
か
り
に
道
路
に
接
し
て
い
て
も
そ
の
接

い
す
る
長
さ
が
二
m
に
足
り
な
い
敷
地
は

建
物
を
建
築
で
き
ま
せ
ん
。

敷地

2M以上　道路

三
、
後
退
線

　
道
路
の
幅
員
が
一
・
八
m
以
上
四
m

未
満
の
と
き
は
、
道
路
の
中
心
か
ら
水

平
に
二
m
の
線
ま
で
敷
地
に
く
い
こ
ん

で
道
路
と
み
な
さ
れ
、
こ
の
部
分
に
つ

い
て
は
建
物
は
も
ち
ろ
ん
門
・
塀
・
さ

く
・
土
留
・
植
木
類
な
ど
す
べ
て
設
け

る
こ
と
が
で
き
ず
、
尚
、
現
在
設
け
て

あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
建
築
確
認
申
請

書
を
提
出
と
同
時
に
後
退
線
ま
で
後
退

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
※
　
く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
建
設
課

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

1．8M道路中心線

一　　一　　　　　　一　『　　一　一　　r　　r　　r　　　　　r

敷地 　　2M

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一

｝　　　　　　　　　　　　　　　　囎　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　一
一

冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辱　　　一

｝　一　　一　　r

敷地

一　　＿　　一　　『　　一

る部分

　　　　　『　　　一

道路と見なさ酒
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国
民
年
金
の
障
害
福
祉
年
金
は
、
拠

出
年
金
が
発
足
し
た
昭
和
三
十
六
年
四

月
当
時
、
す
で
に
障
害
者
で
あ
っ
た
と

き
、
ま
た
は
、
二
十
歳
に
な
る
前
の
病

気
や
ケ
ガ
が
も
と
で
障
害
者
に
な
っ
た

と
き
な
ど
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
障
害
福
祉
年
金
は

い
ま
ま
で
一
級
障
害
者
に
限
り
支
給
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
四
月
か
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
コ

比
較
的
程
度
が
軽
い
二
級
障
害
者
に
も

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
支
給
さ
れ
る
額
は

　
　
六
万
円
（
月
額
五
千
円
）
で
す
。

　
現
在
、
二
十
歳
か
ら
六
十
九
歳
ま
で

の
人
で
、
以
前
か
ら
二
級
障
害
に
該
当

し
て
い
た
人
も
、
厚
生
年
金
な
ど
、
他

の
年
金
を
受
け
て
い
な
け
れ
ば
支
給
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
二
級
障
害
の
程
度
と
は
、
お

お
む
ね
つ
毅
の
と
お
り
で
す
。

一
、
両
眼
が
か
す
か
に
見
え
る
。

二
、
耳
も
と
で
話
す
と
、
ど
う
や
ら
き

　
こ
え
る
。

三
、
歯
で
食
物
な
ど
を
か
み
く
だ
く
こ

　
と
が
で
き
な
い
で
、
流
動
食
の
ほ
か

　
は
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

四
、
声
を
出
す
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
き

　
な
く
て
、
自
分
の
意
志
を
つ
え
え
る

　
の
に
身
ぶ
り
や
書
い
て
す
る
。

五
、
片
足
の
機
能
に
著
し
い
障
害
が
あ

－
る
も
の
等
。

六
、
内
部
疾
患
で
安
静
度
表
の
三
度
・

　
四
度
程
度
の
も
の
。

七
、
精
神
障
害
で
日
常
生
活
に
家
人
の

　
手
助
け
を
必
要
と
す
る
。

老
人
医
療
受
給
者
証
の

　
　
　
　
　
　
　
書
き
か
え

　
現
在
使
用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
受
給
者
証
の
有
効
期
間
が
六
月
三
十

日
ま
で
で
す
の
で
、
六
月
中
に
各
役
員

さ
ん
を
通
じ
て
、
受
給
者
証
の
回
収
を

行
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
節
は
よ
ろ
し
く

御
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
五
月
分
か
ら
請
求
書
の

　
　
　
　
　
　
畏
出
は
不
要

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
お
年
寄
の
方
は
、
い
ま

ま
で
で
す
と
お
医
者
さ
ん
に
診
察
し
て

い
た
だ
く
の
に
、
老
人
医
療
費
請
求
書

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
こ
の
五
月
か
ら
は
そ
の
必
要
が

な
く
な
り
、
受
給
者
証
と
国
民
健
康
保

険
証
だ
け
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
れ
ま

す
。

　
※
く
わ
し
く
は
住
民
課
へ
ど
う
ぞ
。

　
四
月
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た

が
、
江
南
保
育
所
は
、
役
場
の
北
の
小

高
い
所
に
、
北
幼
稚
園
舎
と
並
ん
で
立

派
な
建
物
が
で
き
、
四
月
八
日
に
二
十

三
名
の
児
童
を
迎
え
て
開
所
い
た
し
ま

し
た
。

　
そ
の
後
も
入
所
児
が
つ
づ
き
、
現
在

三
十
三
名
と
な
り
ま
し
た
。

　
保
育
所
バ
ス
が
購
入
さ
れ
て
、
か
わ

い
い
パ
ン
ダ
の
マ
ー
ク
を
つ
け
て
送
り

迎
え
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
迎
え
の
バ
ス
は
、
八
時
に
役
場
を
出

発
し
て
、
九
時
十
五
分
頃
保
育
所
に
到

着
い
た
し
ま
す
。

　
帰
り
の
バ
ス
は
、
三
時
三
十
分
に
保

育
所
を
出
発
い
た
し
ま
す
が
、
土
曜
日

は
、
十
時
三
十
分
に
出
発
い
た
し
ま
す
。

　
今
で
は
、
四
月
に
入
っ
た
こ
ど
も
を

中
心
に
、
保
育
所
生
活
に
慣
れ
、
か
わ

い
い
声
を
は
り
あ
げ
て
歌
っ
た
り
、
粘

土
ざ
い
く
を
し
た
り
、
家
庭
で
は
あ
ま

り
絵
を
か
か
な
か
っ
た
こ
ど
も
ま
で
ク

レ
ヨ
ン
や
白
墨
で
自
由
に
の
び
の
び
と

す
じ
を
ひ
っ
ぱ
り
、
絵
ら
し
い
絵
も
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
お
天
気
の
よ
い
日
は
、
散
歩
に
で
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
野
の
花
を
つ
ん

だ
り
、
え
び
が
に
を
と
っ
た
り
し
て
と

て
も
た
の
し
そ
う
で
す
。

遊
ぎ
室
に
は
、
ボ
ー
ル
遊
び
、
ブ
ロ
ッ

ク
遊
び
、
ス
ケ
ー
ト
カ
ー
遊
び
な
ど
い

ろ
い
ろ
の
遊
具
が
あ
る
の
で
、
次
か
ら

次
へ
遊
び
を
か
え
な
が
ら
、
遊
び
の
中

に
も
き
ま
り
を
守
る
こ
と
を
学
ん
で
お

り
ま
す
。

　
近
い
う
ち
、
庭
の
整
備
が
で
き
ま
す

の
で
、
ブ
ラ
ン
コ
・
滑
り
台
・
ジ
ャ
ン

グ
ル
ジ
ム
・
シ
ー
ソ
ー
な
ど
備
え
つ
け

ま
す
か
ら
外
遊
び
が
一
層
た
の
し
く
な

り
ま
す
。

　
は
じ
め
は
、
お
友
達
と
の
遊
び
方
も

わ
か
ら
ず
、
一
人
ぼ
っ
ち
の
子
も
い
ま

し
た
が
、
一
週
間
位
で
な
か
よ
く
遊
ぶ

　
噛
一
豆
書
1
…
1
…
豆
…
言
量
＝
言
ー
胃
Φ

楳
育
巫

否
開
設
｝

　
Φ
富
ー
ユ
＝
吾
星
＝
膣
…
一
ー
ユ
一
曹
一
－
且
＝
一
－
星
Φ

お
も
し
ろ
さ
が
わ
か
っ
た
の
か
誰
も
み

ん
な
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
食
事
や
お
や
つ
、
そ
れ
に
お
手
洗
い

な
ど
で
き
る
だ
け
、
し
つ
け
に
気
を
配

っ
て
お
り
ま
す
。

　
小
さ
い
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
お
母

さ
ん
方
、
ど
う
か
暇
を
み
て
保
育
所
に

お
で
か
け
い
た
だ
き
、
か
わ
い
い
こ
ど

も
達
の
活
気
あ
ふ
れ
る
遊
び
や
ニ
コ
ニ

コ
し
な
が
ら
お
や
つ
を
み
ん
な
で
一
緒

に
た
べ
る
様
子
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　
保
育
所
で
は
、
一
人
で
も
多
く
の
こ

ど
も
さ
ん
に
入
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ
～
亡

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
※
く
わ
し
く
は
、
住
民
課
又
は
保
育

　
　
所
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

離

〈
元
気
に
遊
ぶ
こ
ど
も
た
ち
〉
右

〈
お
ひ
る
ね
の
時
間
で
ー
す
〉
左

）
「
）

）

）
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よ浅
間
山

　
　
江
南
南
小
四
の
一

　
　
　
の
ぐ
ち
　
よ
し
の
り

　
ぼ
く
は
浅
間
山
は
ど
ん
な
山
か
ふ
し

ぎ
に
思
っ
た
。

　
ぼ
く
は
ゆ
め
で
思
っ
た
。
そ
し
た
ら

こ
う
い
う
山
だ
っ
た
。
大
き
い
山
だ
っ

た
。　

そ
し
て
、
学
校
に
き
て
バ
ス
に
の
っ

て
で
か
け
だ
。

　
と
ち
ゅ
う
に
、
こ
ん
な
も
の
も
あ
っ

た
。　

「
高
崎
の
か
ん
の
ん
さ
ま
」
ス
モ
ッ

グ
工
場
が
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
で
ひ
と
や

す
み
し
て
、
ま
た
で
か
け
た
。

　
　
　
　
劣
’

　
　
　
｛
　
サ

　
　
・
述
・
繧
ミ

　
　
　
　
　
　
’
イ
F

　
そ
し
て
、
や
っ
と
つ
い
た
。
浅
間
山

を
み
た
ら
、
ぼ
く
の
そ
う
ぞ
う
と
ま
っ

た
く
ち
が
う
。

　
あ
の
「
う
つ
く
し
さ
」
あ
の
「
み
ど

り
」
ぼ
く
は
浅
間
山
を
み
た
だ
け
で
び

っ
く
り
し
た
。

大
き
な
た
て
も
の
に
は
い
っ
て
み
る

と
、
も
け
い
の
雲
・
も
け
い
の
山
、
そ

う
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
沿
く
じ
ょ
う
で
お
や
つ
を

た
べ
た
。

　
い
し
の
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
こ
ろ
に
道

が
一
つ
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ご
は
ん
を

た
べ
て
バ
ス
に
の
っ
て
き
ま
し
た
。

　
バ
ス
の
中
で
も
、
わ
す
れ
な
い
き
ょ

う
の
こ
と
、
と
っ
て
も
た
の
し
か
っ
た

え
ん
そ
く
。

少
年
自
然
の

　
　
。
家
の
思
い
で

　
　
　
江
南
南
小
五
の
二

　
　
　
　
　
　
野
ロ
　
文
代

　
「
つ
か
れ
た
よ
う
ー
つ
が
れ
た
よ
1

　
　
　
　
　
6

」
と
い
う
み
ん
な
の
声
、
い
ま
で
も
思

い
出
す
み
ん
な
の
顔
、
け
れ
ど
も
そ
の

顔
は
う
れ
し
さ
に
み
ち
て
い
た
。

　
ま
た
、
本
か
ん
は
自
然
の
家
の
名
に

ふ
さ
わ
し
い
か
ん
ろ
く
が
そ
な
え
つ
け

ら
れ
て
い
る
。

　
本
か
ん
を
見
ま
も
る
よ
う
に
つ
な
が

っ
て
い
る

　
高
い
山
々
、
す
ば
ら
し
く
美
し
い
け

し
き
だ
っ
た
。

　
こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
で
一
ぱ

く
二
日
を
す
ご
せ
る
と
は
小
学
校
の
よ

き
思
い
出
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
う
。

　
こ
の
二
日
間
の
中
で
、
、
思
い
出
に
な

る
だ
ろ
う
と
思
う
も
の
は
、
次
の
三
つ

で
す
。

　
第
一
に
、
こ
の
美
し
く
す
ば
ら
し
い

眺
し
き
・

　
第
二
に
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ュ
ー
ム
の
こ

と
。　

こ
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ュ
ー
ム
は
ま
っ
た

く
す
ば
ら
し
か
っ
た
。

　
大
ぐ
ま
ざ
・
小
ぐ
ま
ざ
、
ま
た
は
、

し
し
ざ
や
う
し
か
い
ざ
や
お
と
め
ざ
、

ど
れ
も
み
な
自
然
の
家
の
先
生
の
お
も

し
ろ
い
説
明
で
よ
く
わ
か
っ
た
。

　
耳
も
と
で
、
さ
さ
や
く
友
だ
ち
の
声

が
き
ご
え
る
。

　
「
や
ね
が
な
い
み
た
い
ね
已
ほ
ん
と

う
に
ま
っ
く
ら
で
、
や
ね
が
な
い
み
た

い
だ
。

　
私
は
、
よ
く
せ
つ
び
が
と
と
の
っ
て

い
て
す
ば
ら
し
い
な
あ
と
お
も
っ
た
。

　
第
三
に
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
の

こ
と
。
こ
れ
も
私
の
思
い
出
の
一
つ
で

す
。

　
出
発
の
時
は
、
　
「
一
ば
ん
が
と
れ
れ

ば
ね
凶
と
か
、
　
「
む
ず
か
し
い
ね
、
ぜ

ん
ぜ
ん
み
つ
か
ら
な
い
よ
凶
な
ど
と
、

に
ぎ
や
か
な
声
が
き
こ
え
て
く
る
。

　
し
か
し
、
時
間
が
た
つ
に
つ
れ
て
元

気
の
な
い
声
が
き
こ
え
て
く
る
。

　
私
は
、
心
の
中
で
思
い
ま
す
。
　
「
こ

ん
な
広
い
、
き
た
こ
と
も
な
い
山
で
一

ま
い
の
地
図
め
あ
て
で
ど
う
に
さ
が
し

だ
す
ん
だ
ろ
う
。

　
も
し
、
本
か
ん
へ
の
帰
り
道
が
わ
か
F

ら
な
く
な
っ
た
り
し
た
ら
ど
う
な
る
ん

だ
ろ
う
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
ん
な
に
つ
か
れ

た
こ
と
っ
て
は
じ
め
て
だ
な
ー
と
思
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
私
は
一
ば
ん
に
な
れ
な
く
て

．
も
い
い
か
ら
、
家
に
帰
っ
て
じ
ま
ん
で

き
る
思
い
出
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た

已
．

　
で
も
、
そ
ん
な
思
い
も
つ
か
の
腸
、

私
た
ち
は
時
間
に
お
く
れ
て
し
っ
か
く

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
け
れ
ど
も
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
、

み
ん
な
の
心
が
同
じ
で
は
じ
め
て
み
つ

か
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
で
も
、
私
た
ち
の
班
は
、
心
が
あ
っ

ち
こ
っ
ち
と
広
が
っ
て
い
て
一
つ
に
ま

と
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
ん
だ
と
お
も
い

ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
に
よ
び
出
し
の
放
送
が
あ

り
、
本
か
ん
へ
帰
っ
て
昼
食
を
し
、
に

菩

も
つ
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
本
か
ん
を
見
上
げ
な
が
ら

す
ご
す
ご
と
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
み
ん
な
来
る
と
き
の
元
気
な

顔
と
ち
が
っ
て
、
さ
び
し
げ
な
か
ん
じ

が
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
わ
た
し
の
こ
の
時
の
気
持
は
、
　
「
も

う
家
へ
帰
る
の
か
。
楽
し
い
日
は
速
く

す
ぎ
る
も
の
だ
な
ー
。
で
も
、
ま
た
来

ら
れ
る
日
が
来
る
こ
と
を
楽
し
み
に
ま

っ
て
い
よ
う
已
と
思
っ
た
こ
と
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
小
川
少
年
自

然
の
家
を
は
な
れ
、
江
南
村
へ
帰
り
ま

し
た
。

　
こ
の
二
日
間
は
と
て
も
楽
し
い
日
で

し
た
。

　
ま
た
、
も
う
い
ち
ど
き
た
い
き
も
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
．

江
南
村
の

　
　
　
事
故
発
生
状
況

　
こ
の
一
月
か
ら
四
月
末
ま
で
の
間
に

村
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故
は
二
十
一

件
で
す
。

　
こ
の
う
ち
、
死
者
　

一
人

　
　
　
　
　
　
　
負
傷
者
　
　
十
三
人

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
暑
く
な
る
と
つ
い
気
持
も
ゆ
る
み
が

ち
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
お
た
が
い
に

気
を
つ
け
合
い
ま
し
ょ
う
。
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ま
め
辞
典

　
　
む
し
歯
の
予
防

　
戦
前
、
結
核
・
ト
ラ
ホ
ー
ム
・
む
し

歯
が
学
校
の
三
大
病
で
し
た
。

　
し
か
し
、
結
核
・
ト
ラ
ホ
ー
ム
は
、

予
防
対
策
と
生
活
環
境
の
向
上
の
お
か

げ
で
非
常
に
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
な
の
に
、
む
し
歯
だ
け
が
い
ま

だ
に
、
猛
威
を
振
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ

で
し
ょ
う
か
。

　
◎
予
防
の
三
原
則

一
、
丈
夫
な
歯
を
つ
く
る
こ
と

二
、
歯
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と

三
、
む
七
歯
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

　
二
と
三
は
、
ど
な
た
で
も
気
を
付
け

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
一
に
つ

い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
◎
丈
夫
な
歯
を
つ
く
る
に
は

　
歯
に
は
一
つ
の
特
性
が
あ
り
ま
す
。

皮
膚
や
骨
・
筋
肉
は
、
生
れ
て
か
ら
の

栄
養
や
鍛
練
で
強
く
な
り
ま
す
が
、
歯

は
、
い
っ
左
ん
は
え
て
し
ま
う
と
そ
の

質
を
良
く
す
る
の
は
た
い
へ
ん
む
ず
か

し
い
の
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
は
え
る
前
の
こ
と
を
考

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

亀
σら

留

　
そ
の
時
期
は
、
乳
歯
で
は
妊
娠
四
ケ

月
か
ら
出
産
ま
で
。
永
久
歯
で
は
、
『
離

乳
期
か
ら
六
歳
ま
で
で
す
。

　
こ
の
時
期
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄

養
が
良
質
の
歯
を
つ
く
り
ま
す
。

　
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
最
近
の
食
生
活

を
み
る
と
、
酸
性
食
品
と
い
っ
て
、
臼

米
・
臼
砂
糖
・
菓
子
・
肉
・
魚
・
卵
な

ど
が
ふ
え
て
、
ア
ル
カ
リ
性
食
品
、
野

菜
・
牛
乳
・
海
苔
、
特
に
小
魚
な
ど
を

じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
と
っ
て
い
る
と
い
え
る

で
し
ょ
う
か
。

　
こ
と
に
最
近
は
、
加
工
食
品
が
ふ
え

て
、
自
然
の
ミ
ネ
ラ
ル
と
ビ
タ
ミ
ン
類

が
う
し
な
わ
れ
、
弱
ア
ル
カ
リ
性
で
あ

る
べ
き
血
液
が
、
酸
性
に
か
た
む
い
て

し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
酸
性
食
品
も
必
要
で
す
が
、
ア
ル
カ

リ
性
食
品
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
妊
娠
中
は
、
酸
性
食
品
に
か
た
よ
り

す
ぎ
る
と
、
胎
児
の
歯
や
骨
を
つ
く
る

カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
の
不
足
を
ひ
き
お
こ
し

歯
の
弱
い
子
供
が
生
ま
れ
る
事
に
な
り

ま
す
。

　
最
近
、
幼
児
の
む
し
歯
が
激
増
し
て

い
る
原
因
は
こ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

心
筋
硬
塞
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…

　
そ
の
範
囲
が
広
い
と
心
臓
は
十
分
に

血
液
を
送
り
出
す
こ
と
が
出
来
ず
、
急

に
血
圧
が
下
が
っ
て
シ
ョ
ッ
ク
を
起
し

た
り
、
心
不
全
を
起
し
た
り
し
て
、
急

に
心
臓
が
と
ま
り
死
亡
す
る
と
い
っ
た

こ
と
の
起
る
危
険
な
病
気
で
す
。

　
胸
が
苦
し
か
っ
た
り
、
痛
み
が
あ
っ

た
り
す
る
よ
う
な
時
は
、
肋
問
神
経
痛

だ
ろ
う
な
ど
と
考
え
た
り
し
な
い
で
早

く
医
師
の
診
断
を
受
け
る
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。

ち

鵬

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　
児
童
手
当

　
　
　
受
給
者
の
方
に

　
児
童
手
当
の
受
給
者
は
、
児
童
手
当

現
況
届
の
ほ
か
、
受
給
資
格
の
変
動
や

住
所
の
変
更
の
あ
っ
た
場
合
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
届
出
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
の
届
出
の
種
類
を

か
か
げ
ま
す
か
ら
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。　

一
、
現
況
届

脇
騨
鱗
難
驚
繊
勧
辮
鎧
脇
縄

月
三
十
日
ま
で
の
間
に
、
児
童
手
当
現

況
届
を
役
場
住
民
課
へ
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
こ
の
届
出
は
、
受
給
者
の
前
年
の
所

得
お
よ
び
養
育
の
状
況
に
つ
い
て
、
毎

集
六
月
一
日
現
在
で
確
認
す
る
た
め
の

も
の
で
す
の
で
、
必
ず
届
け
を
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
二
、
そ
の
他
の
届
出

　
つ
ぎ
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
す
ぐ
に

そ
れ
ぞ
れ
の
届
出
書
や
請
求
書
を
役
場

住
民
課
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

”
6
受
給
者
の
方
が
村
内
で
住
所
が
変

っ
た
と
き
（
転
居
）
は
、
住
民
変
更
届

　
O
受
給
者
の
方
が
他
市
町
村
に
住
所

が
変
っ
た
時
（
転
出
）
は
、
児
童
手
当

受
給
事
由
消
滅
届

　
○
受
給
者
の
方
が
公
務
員
ま
た
は
公

共
企
業
体
の
職
員
に
な
っ
た
時
は
、
児

童
手
当
受
給
事
由
消
滅
届

．
O
児
童
手
当
の
額
が
増
額
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
と
き
は
、
児
童
手
当
額
改
定

請
求
書
（
赤
ち
ゃ
ん
が
生
れ
た
時
な
ど
）

　●
●∠

鋪

　
○
児
童
手
当
の
額
が
減
額
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
と
き
は
、
児
童
手
当
改
定
届

（
児
童
が
十
八
歳
以
上
に
な
っ
た
と
き

な
ど
）

　
○
児
童
手
当
の
支
給
が
終
る
と
き
は

児
童
手
当
受
給
事
由
消
滅
届

　
O
以
上
の
届
出
の
ほ
か
に
、
受
給
者

の
方
の
氏
名
が
か
わ
っ
た
と
き
や
児
童

の
住
所
や
氏
名
が
か
わ
っ
た
と
き
は
、

そ
の
つ
ど
届
出
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
※
児
童
手
当
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く

は
役
場
住
民
課
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。　

消
費
生
活

　
　
　
一
日
教
室
へ
ど
う
ぞ

　
県
で
は
、
み
な
さ
ん
に
よ
り
賢
い
消

費
者
に
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
次

の
と
お
り
一
日
教
室
を
開
き
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
か
ら
、

熊
谷
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
鎌
倉
町
、

鎌
倉
ビ
ル
ニ
階
）
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

7
月
2
日
（
火
）
　
下
着
の
商
品
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
三
十
分

　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
三
時
三
十
分

7
月
9
日
（
火
）
　
若
さ
と
美
容
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
め
の
体
操

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
三
十
分

　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
三
時
三
十
分

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で

、

、）

）

）




